
冠水確認用カメラの設置について

◎カメラ設置の経緯
昨今のゲリラ豪雨や台風の影響で道路冠水する箇所が複数あり、

職員のパトロールのみでは状況確認が困難であった。

◎設置場所
・冠水が頻繁に発生する箇所
・通行止め措置が必要な箇所
・現場確認に時間がかかる箇所（距離）
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◎設置撤去費用
設置期間 ６～１０月（５か月間）
約９３,０００円/基（独立柱は別途費用）



◎効果
・冠水確認している現地職員へ遠隔で指示が可能
・通行止め措置を迅速に行うことが可能
・豪雨時に調整池の機能を確認することが可能

◎課題
・停電時に機能が停止してしまう
・新規設置にあたり周辺住民の同意を得られない場合がある

◎運用方法
・職員のみの閲覧とし、市民への公表は行っていない



御清聴ありがとうございました。


